
 
 

第２９６回大学院医学研究科倫理委員会議事要旨 

 

 

【 日 時 】 平成２８年 ４月２７日（水） １８：００～１８：４５ 

【 場 所 】 研究科長室 

 

【出 席 者】 中村 和彦，水上 浩哉，今泉 忠淳，村上 学，佐々木 賀広， 

山田 俊幸，工藤 耕，花田 久美子，平野 潔，片山 良子の各委員 

 

【欠 席 者】 大門 眞，中林 裕雄の各委員 
 
 

【確認事項】  

 １．第２９５回大学院医学研究科倫理委員会議事要旨（案） 

 

【報告事項】 

１．臨床試験・研究等の倫理審査結果一覧 

３月２３日から４月２６日の間に答申された倫理審査結果４０件について，下記のとお 

り報告した。 

 

（１）子どもの発達に関する調査・研究 

（神経精神医学講座 教授 中村 和彦 ※審査結果：条件付承認） 

 

（２）脊椎靱帯骨化症の手術成績に関する前向き多施設研究 

（リハビリテ－ション科 講師 和田 簡一郎 ※審査結果：条件付承認） 

 

（３）原発性アルドステロン症の局在における生理食塩水負荷試験の有用性についての検討 

（内分泌内科,糖尿病代謝内科,感染症科 助手 対馬 悠子 ※審査結果：条件付承認） 

 

（４）＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃ 課題名非公表 

（総合診療医学講座 大学院生 穐元 崇 ※審査結果：条件付承認） 

 

（５）間質性肺炎を合併した進行非小細胞肺癌に対するニンテダニブとカルボプラチン＋ 

パクリタキセル併用療法の Pilot 試験 

（呼吸器内科学講座 助教 田中 寿志 ※審査結果：条件付承認） 

 

（６）発作性上室性頻拍および心房粗動を回路上からエントレインメントした後の復元周期の

検討 

（循環器腎臓内科学講座 大学院生 金城 貴彦 ※審査結果：承認） 

 

（７）ヘリコバクター・ピロリ陽性かつ早期胃癌 ESD 治癒切除後患者における，ピロリ菌除菌

による異時性胃癌抑制効果を証明するランダム化比較試験 

（光学医療診療部 准教授 三上 達也 ※審査結果：条件付承認） 



（８）急性心筋梗塞患者における血中キサンチン酸化還元酵素活性測定の臨床的意義の検討 

（循環器内科，腎臓内科 助教 横山 公章 ※審査結果：承認） 

 

（９）卵巣腫瘍における特異的遺伝子変異と臨床病理学的プロファイルの検討 

（病理部 准教授 加藤 哲子 ※審査結果：承認） 

 

（10）限局性ユーイング肉腫ファミリー腫瘍に対する G-CSF 併用治療期間短縮 VDC-IE 療法を用

いた集学的治療の第Ⅱ相臨床試験 

（小児科 講師 佐々木 伸也 ※審査結果：承認） 

 

（11）筋強直性ジストロフィー患者の心電図の経時的分析による致死性不整脈の因子分析とデ

バイス適応の検討 

（不整脈先進治療学講座 准教授 佐々木 真吾 ※審査結果：承認） 

 

（12）皮膚悪性腫瘍におけるセンチネルリンパ節転移診断 

（皮膚科 講師 松﨑 康司 ※審査結果：条件付承認） 

 

（13）子宮体部原発神経内分泌腫瘍に対する治療法・予後についての後方視的研究 

（周産母子センター 講師 二神 真行 ※審査結果：条件付承認） 

 

（14）急性期脳梗塞患者における血中キサンチン酸化還元酵素（XOR）活性測定の臨床的意義の

検討 

（循環器腎臓内科学講座 准教授 富田 泰史 ※審査結果：条件付承認） 

 

（15）子宮頸癌患者を対象とした da Vinci サージカルシステム（DVSS）によるロボット支援広

汎子宮全摘出術 

（産科婦人科学講座 准教授 横山 良仁 ※審査結果：条件付承認） 

 

（16）高リスク転移性前立腺癌に対する早期ドセタキセル治療の効果 

（泌尿器科 講師 畠山 真吾 ※審査結果：条件付承認） 

 

（17）抗がん剤適正規格の検討に向けた使用量と廃棄量の調査 

（薬剤部 薬剤師 照井 一史 ※審査結果：条件付承認） 

 

（18）当院で過去 14 年間に経験したトルーソー症候群についての検討 

（周産母子センター 講師 二神 真行 ※審査結果：条件付承認） 

 

（19）精神科医療における行動制限最小化への取り組み  ～行動制限の解除基準に PANSS-EC

を活用して～ 

（看護部 副看護師長 桂畑 隆 ※審査結果：承認） 

 

 

 



（20）切除不能な進行・再発大腸癌に対する2次治療としてのXELIRI with/without Bevacizumab

療法と FOLFIRI with/without Bevacizumab 療法の国際共同第Ⅲ相ランダム化比較試験 

（消化器外科学講座 助教 諸橋  一 ※審査結果：承認） 

 

（21）StageⅢb 大腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法としての UFT/Leucovorin 療法と

TS-1/Oxaliplatin 療法のランダム化比較第Ⅲ相試験 

（消化器外科学講座 助教 諸橋  一 ※審査結果：承認） 

 

（22）保存期慢性腎臓病患者を対象とした臨床研究 -ダルベポエチンアルファ製剤低反応に関

する検討- 

（地域医療学講座 准教授 中村 典雄 ※審査結果：承認） 

 

（23）ヒト血清中プロテアーゼによるアミロイドβ分解機構の解析 

（薬剤学講座 教授 早狩 誠 ※審査結果：承認） 

 

（24）日本人高齢者を対象としたアピキサバンの有効性・安全性に関する検討： 医師主導型多

施設共同前向きコホート研究 

（循環器腎臓内科学講座 准教授 富田 泰史 ※審査結果：承認） 

 

（25）ヘリコバクター・ピロリ除菌の普及と胃がんのリスク別健診の推進（多施設共同研究） 

（消化器血液内科学講座 教授 福田 眞作 ※審査結果：承認） 

 

（26）青森県におけるヘリコバクター・ピロリ除菌治療不成功者への治療法の確立 

（消化器血液内科学講座 教授 福田 眞作 ※審査結果：承認） 

 

（27）内視鏡的逆行性腸管挿入法による腸内代謝産物及び腸内細菌叢測定試験 

（消化器血液内科学講座 教授 福田 眞作 ※審査結果：承認） 

 

（28）安定型冠動脈疾患を合併する非弁膜症性心房細動患者におけるリバーロキサバン単剤療

法に関する臨床研究（AFIRE Study） 

（循環器腎臓内科学講座 准教授 富田 泰史 ※審査結果：承認） 

 

（29）デバイス総合診断機能による心不全リスク層別化試験(SCAN-HF 試験） 

（循環器腎臓内科学講座 准教授 富田 泰史 ※審査結果：承認） 

 

（30）ADVANCE CRT Registry 

（循環器腎臓内科学講座 准教授 富田 泰史 ※審査結果：承認） 

 

（31）多施設共同医師主導型臨床研究：日常診療下における心臓 CT の被曝線量に関する調査 

研究 

（放射線科学講座 准教授 小野 修一 ※審査結果：承認） 

 

 



（32）多施設共同医師主導型臨床研究：原発性肺癌の N 因子診断における MRI 撮像法の標準化 

（放射線科学講座 准教授 小野 修一 ※審査結果：承認） 

 

（33）内視鏡的逆行性腸管挿入法による腸内代謝産物及び腸内細菌叢測定試験 

（光学医療診療部 准教授 三上 達也 ※審査結果：承認） 

 

（34）遺伝性褐色細胞腫・パラガングリオーマ症候群（HPPS）の遺伝子解析の方法と評価に対

する研究（未発症保因者診断用） 

（内分泌内科，糖尿病代謝内科，感染症科 助教 髙安 忍 ※審査結果：承認） 

 

（35）遺伝性褐色細胞腫・パラガングリオーマ症候群（HPPS）の遺伝子解析の方法と評価に対

する研究（発端者用） 

（内分泌内科，糖尿病代謝内科，感染症科 助教 髙安 忍 ※審査結果：承認） 

 

（36）特発性視床下部症候群の自己免疫機序に関する研究 

（内分泌内科，糖尿病代謝内科，感染症科 助教 髙安 忍 ※審査結果：承認） 

 

（37）発作性上室性頻拍および心房粗動を回路上からエントレインメントした後の復元周期の

検討 

（循環器腎臓内科学講座 准教授 富田 泰史 ※審査結果：承認） 

 

（38）心臓身体障害者再認定の評価方法及び評価時期を調査するためのレジストリー研究 

（循環器腎臓内科学講座 准教授 富田 泰史 ※審査結果：承認） 

 

（39）慢性腎不全患者のエリスロポエチン低反応性と微量金属の関わりに関する臨床研究 

（泌尿器科 講師 畠山 真吾 ※審査結果：承認） 

 

（40）＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃ 課題名非公表 

（リハビリテ－ション科 講師 和田 簡一郎 ※審査結果：承認） 

 

 

２．臨床研究等終了報告書 

○委員長から，当日回覧のとおり，臨床研究等終了報告書８件の提出があった旨報告した。 

 

【議 題】 

１．倫理審査申請 

（１）「JCOG1303 登録患者の凍結組織・血液バンキング」 

（脳神経外科 助手 片山 耕輔）【事前配布２】 

○申請者の脳神経外科 助手 片山 耕輔から申請内容を説明。質疑応答等が行われ，条

件付承認することとなった。 

 

 



（２）「難聴の遺伝子解析と臨床応用に関する研究」 

（耳鼻咽喉科 講師 阿部 尚央）【事前配布３】 

○耳鼻咽喉科 講師 阿部 尚央から申請内容を説明。質疑応答等が行われ，条件付承認

することとなった。 

 

２．委員長の選出について 

○次期委員長の選出は継続審議することとなった。 

  


